
❶ 施設外に玄関帳場の設置が許可される施設は今後、定員９名以下１
組限定の小規模貸切り施設のみとなります。施設外に玄関帳場を設
ける場合は、民泊条例同様、おおむね800m以内かつおおむね10
分以内に駆け付けられる場所に管理者を置くことが必要です。

❷ 玄関帳場設置が免除されている京町家を活用した簡易宿所につい
ても、おおむね800m以内かつおおむね10分以内に駆け付けられる
場所に管理者を置くことが必要となります。（これまでは20分以内
の駆け付け）

４
月
に
執
行
さ
れ
た
京
都

府
知
事
選
挙
で
は
、
山
田
府
政

の
継
承
・
発
展
を
目
指
す
西
脇

知
事
が
誕
生
し
ま
し
た
。
府
知

事
選
挙
に
先
立
っ
て
、
自
民
党

京
都
市
会
議
員
団
は
こ
れ
ま
で

行
わ
れ
て
き

た
様
々
な
府

市
協
調
事
業

（
動
物
愛
護
セ

ン
タ
ー
や
消

防
学
校
の
共

同
化
等
）
の
継

続
だ
け
で
は
な
く
、
更
な
る
府

市
協
調
事
業
の
拡
大
・
深
化
を

行
う
よ
う
西
脇
氏
に
自
民
党
京

都
府
連
を
通
じ
て
要
望
し
、
政

策
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。
京

都
市
人
口
は
京
都
府
人
口
の
約

６
割
を
占
め
て
お
り
、
府
市
協

調
が
進
む
こ
と
に
よ
り
事
業
の

効
率
化
、
利
便
性
の
向
上
が
見

込
ま
れ
ま
す
。
今
後
も
議
会
で

の
議
論
を
通
じ
て
、
府
市
協
調

の
深
化
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま

す
。

主
な
条
例
改
正
の
ポ
イ
ン
ト

宝が池公園フットサルコート

グ
ラ
イ
ツ
）
が
議
会
で
の
議
決

案
件
と
な
っ
て
か
ら
初
め
て
の

命
名
権
対
象
施
設
の
提
案
を
審

議
の
後
、
可
決
し
ま
し
た
。
提

案
さ
れ
た
施
設
は
宝
が
池
公
園

が
、
今
回
の
条
例
改
正
で
は
簡

易
宿
所
に
対
し
て
も
民
泊
施

設
同
様
の
駆
け
付
け
要
件
を

設
け
、
運
営
の
厳
格
化
が
図
ら

れ
ま
す
。

６
月
15
日
よ
り
民
泊
新
法
が

施
行
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
旅
館

業
法
の
下
で
の
宿
泊
施
設
と
民

泊
新
法
の
下
で
の
宿
泊
施
設
の

５
月
市
会
に
お
い
て
は
、
旅

館
業
法
の
改
正
に
伴
っ
て
関
連

す
る
条
例
の
改
正
に
つ
い
て
審

議
を
行
い
、可
決
し
ま
し
た
。民

泊
に
関
す
る
制
度
の
整
備
に

つ
い
て
は
、
２
月
市
会
に
お
い

て
住
宅
宿
泊
事
業
法
（
民
泊

新
法
）
の
施
行
に
合
わ
せ
た
条

例
の
制
定
が
な
さ
れ
ま
し
た

い
ず
れ
も
が
適
法

で
、
地
域
の
皆
さ

ん
と
調
和
の
取
れ

た
運
営
が
行
わ
れ

る
よ
う
に
、
市
民

の
皆
様
の
ご
意
見

を
も
と
に
議
会
で

の
議
論
を
続
け
て

ま
い
り
ま
す
。

運
動
施
設
フ
ッ

ト
サ
ル
コ
ー
ト
で
、
10
年
間
契

約
の
対
価
と
し
て
フ
ッ
ト
サ
ル

コ
ー
ト
の
人
工
芝
の
張
替
え

（
１
千
2
百
万
円
相
当
）
が
行

わ
れ
ま
す
。

命
名
権
の
売
却
に
つ
い
て

は
、
京
都
市
美
術
館
の
大
規
模

改
修
に
お
い
て
予
算
獲
得
の
手

法
と
し
て
採
用
さ
れ
、
約
50
億

円
を
賄
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た

が
、
命
名
権
の
売
却
手
法
に
つ

い
て
は
議
会
に
お
い
て
大
き

な
議
論
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の

後
、
全
会
派
で
命
名
権
の
在
り

方
に
つ
い
て
議
論
し
、
現
在
で

は
市
会
基
本
条
例
に
お
い
て
命

名
権
付
与
施
設
の
決
定
は
議
会

の
議
決
案
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
5
月
市
会
で
は
、
市

施
設
へ
の
命
名
権
（
ネ
ー
ミ
ン

府市協調事業の動物愛護センター

命名権対象施設として提案された
宝が池公園運動施設フットサルコート

初

旅
館
業
法
改
正
に
伴
う

関
係
条
例
の
改
正
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
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会
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と
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で
す
。
京
都
南
部
地
域
の
発
展
に

つ
な
が
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
踏

ま
え
つ
つ
、
隣
接
す
る
向
日
市
と

も
十
分
に
連
携
し
て
ま
い
り
ま
す
。

京
都
を
学
び
・
知
る

未
来
に
つ
な
が
る
ひ
と
づ
く
り

■
椋
田
隆
知
議
員
（
質
問
）
小
学

３・
４
年
生
で
は
『
わ
た
し
た
ち

の
京
都
上
・
下
』
を
副
読
本
と
し

て
授
業
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
し

か
し
な
が
ら
、
そ
れ
以
降
の
小
学

５
・
６
年
生
、
中
学
、
高
校
へ
と
繋

が
っ
て
い
る
の
か
が
課
題
で
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。
就
学
前
も
含

め
年
齢
に
応
じ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

構
築
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
ま
す

が
ご
所
見
を
お
伺
い
し
ま
す
。

■
在
田
正
秀
教
育
長
（
答
弁
）
本

市
独
自
の
学
習
指
導
計
画
等
に
、

京
都
の
歴
史
等
に
関
す
る
各
段
階

で
の
学
習
内
容
を
関
連
付
け
て
示

す
な
ど
、
系
統
的
な
指
導
の
充
実

に
努
め
て
参
り
ま
す
。

４
つ
の
柱
は
、
①
人
づ
く
り
、
ま

ち
づ
く
り
〜
お
も
て
な
し
・
や
す

ら
ぎ
・
し
つ
ら
い
②
魅
力
の
向
上
、

誘
致
手
法
〜
き
ら
め
き
・
い
ざ
な

い
③
魅
力
の
発
信
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
〜
ひ
び
き
・
ひ
ろ
が

り
④
M 

I 

C 

E
戦
略
〜
つ
ど
い
と

の
こ
と
で
す
。
私
は
こ
の
中
で
も

①
つ
目
の
柱
を
強
力
に
推
し
進
め
、

そ
の
た
め
に
も
よ
り
多
く
の
市
民

に
観
光
振
興
を
行
う
こ
と
に
対
し

て
ご
理
解
を
頂
き
、
市
民
生
活
を

最
重
視
し
て
い
る
こ
と
を
実
感
で

き
る
施
策
を
行
っ
て
頂
く
よ
う
強

く
求
め
ま
す
が
如
何
で
す
か
、
決

意
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

■
門
川
大
作
市
長
（
答
弁
）
市
民

生
活
と
観
光
振
興
に
つ
い
て
は
、

観
光
を
通
じ
た
伝
統
産
業
や
中
小

企
業
の
支
援
、
違
法
民
泊
対
策
の

強
化
、
マ
ナ
ー
啓
発
の
強
化
、
観

光
地
等
に
お
け
る
混
雑
緩
和
、
な

ど
に
全
力
を
あ
げ
て
取
り
組
む
こ

と
で
、 

市
民
や
中
小
企
業
・
小
規

模
事
業
者
の
豊
か
さ
に
も
つ
な
が

る
国
際
文
化
観
光
都
市
と
な
る
こ

と
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

隣
接
自
治
体
と
と
も
に

向
日
町
上
鳥
羽
線
事
業
着
手

■
椋
田
隆
知
議
員
（
質
問
）
今
後
、

予
備
設
計
や
平
面
測
量
、
用
地
取

得
を
進
め
て
行
か
れ
る
と
の
こ
と

で
あ
り
ま
す
。
大
き
な
事
業
の
た

め
必
ず
し
も
順
風
満
帆
で
あ
る
と

は
云
え
ま
せ
ん
が
、
点
か
ら
線
へ

そ
し
て
面
へ
と
広
が
り
を
見
せ
て

い
る
京
都
駅
西
部
・
東
部
・
東
南

部
エ
リ
ア
の
活
性
化
事
業
を
モ
デ

ル
と
し
て
、
向
日
市
と
本
市
が
相

互
に
発
展
し
て
い
く
た
め
に
も
こ

の
事
業
に
お
け
る
本
市
の
見
込
み

を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

■
門
川
大
作
市
長
（
答
弁
）
厳
し

い
財
政
状
況
に
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、

京
都
市
民
に
と
っ
て
も
利
便
性
が

大
き
く
向
上
す
る
国
道
１
７
１
号

か
ら
西
の
未
整
備
区
間
の
事
業
実

施
を
再
開
す
る
こ
と
と
し
た
も
の

■
椋
田
隆
知
議
員
（
質
問
）「
京

都
観
光
振
興
計
画
２
０
２
０
〜

世
界
が
あ
こ
が
れ
る
観
光
都
市

へ
」
も
＋
１
と
な
り
平
成
32

（
２
０
２
０
）
年
度
末
ま
で
の
計

画
で
実
行
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
計
画
の

■
橋
村
芳
和
議
員
（
質
問
）
本
年

４
月
１
日
の
待
機
児
童
の
状
況
を

学
童
ク
ラ
ブ
事
業
に
お
け
る
待
機

児
童
の
状
況
と
併
せ
て
、
御
答
弁

く
だ
さ
い
。

　

待
機
児
童
ゼ
ロ
の
達
成
・
継
続

の
た
め
、
10
年
間
の
取
組
の
振
り

返
り
と
、
こ
れ
か
ら
の
10
年
間
を

展
望
し
、
子
育
て
支
援
施
策
に
対

す
る
思
い
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

■
門
川
大
作
市
長
（
答
弁
）
市
長

就
任
以
来
、「
子
育
て
・
教
育
環
境

日
本
一
の
実
現
」
を
最
優
先
課
題

に
掲
げ
、
全
力
で
取
り
組
ん
だ
結

果
、
保
育
所
等
は
国
定
義
で
５
年

連
続
、
学
童
ク
ラ
ブ
は
７
年
連
続

で
待
機
児
童
ゼ
ロ
を
達
成
し
ま
し

た
。

　

保
育
士
の
処
遇
改
善
等
の
取
組

に
よ
り
、
本
市
の
子
育
て
環
境
は

大
き
く
改
善
し
、
高
い
評
価
を
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

今
年
度
、
未
来
を
担
う
子
ど
も

た
ち
の
た
め
の
新
ビ
ジ
ョ
ン
の
策

定
に
既
に
着
手
し
た
と
こ
ろ
で
あ

り
、
引
き
続
き
、
京
都
な
ら
で
は

の
子
育
て
・
教
育
環
境
の
一
層
の

充
実
に
向
け
、
取
組
を
加
速
化
し

て
ま
い
り
ま
す
。

水
防
団
員
募
集
P 

R

手
当
・
装
備
な
ど
改
善

■
橋
村
芳
和
議
員
（
質
問
）
消
防

団
で
は
、「
魅
力
あ
る
消
防
団
づ

く
り
」
が
着
実
に
浸
透
し
て
お
り

ま
す
が
、
水
防
団
に
お
い
て
は
団

員
数
増
加
に
つ
な
が
っ
て
い
な
い

こ
と
を
鑑
み
る
と
、
消
防
団
と
比

べ
、
そ
の
待
遇
や
装
備
が
見
劣
り

す
る
か
ら
で
は
な
い
か
と
言
わ
ざ

る
を
得
ま
せ
ん
。

　

水
防
団
の
活
動
環
境
に
つ
い
て

御
検
討
い
た
だ
く
よ
う
、
今
一
度

求
め
ま
す
。

■
門
川
大
作
市
長
（
答
弁
）
水
防

活
動
の
意
義
に
つ
い
て
の
発
信
の

取
組
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
団
員
数

は
減
少
を
続
け
て
お
り
、
新
規
入

団
の
促
進
に
つ
な
が
る
Ｐ
Ｒ
に
引

き
続
き
努
め
る
と
と
も
に
、
団
員

の
手
当
や
装
備
に
つ
い
て
、
関
係

市
町
村
に
働
き
か
け
な
が
ら
、
議

員
御
提
案
の
「
魅
力
あ
る
水
防
団

づ
く
り
」
に
向
け
て
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

観
光
客
を
伏
見
へ

歴
史・文
化
の
発
信
を

■
橋
村
芳
和
議
員
（
質
問
）
観
光

客
の
分
散
化
の
実
現
が
必
要
で
す
。

伏
見
は
京
都
に
あ
り
な
が
ら
、
洛

中
の
文
化
と
は
異
な
る
歴
史
、
文

化
、
伝
承
が
豊
富
に
存
在
し
、
京

都
の
観
光
客
分
散
化
に
大
い
に
貢

献
す
る
地
域
で
あ
り
、
伏
見
区
役

所
に
お
い
て
も
、「
伏
見
観
光
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
会
議
」
を
設

置
し
、
地
域
観
光
の
充
実
に
向
け

た
様
々
な
取
組
を
進
め
ら
れ
て
お

り
、
今
年
度
か
ら
は
、
地
元
区
民

自
ら
が
地
域
を
知
り
、
そ
の
魅
力

を
発
信
す
る
「
文
化
・
観
光
の
語

り
部
創
生
」
事
業
が
展
開
さ
れ
ま

す
。
京
都
市
や
京
都
市
観
光
協
会

が
こ
れ
ま
で
以
上
に
積
極
的
に
支

援
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る

と
思
い
ま
す
が
、
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。

■
岡
田
憲
和
副
市
長
（
答
弁
）
今

後
、
一
層
、
地
域
の
主
体
的
な
取

組
と
の
連
携
を
強
化
し
、
新
た
な

観
光
資
源
の
開
発
・
発
掘
に
よ
り

伏
見
の
魅
力
を
創
造
す
る
な
ど
、

観
光
客
と
市
民
の
皆
様
双
方
の
満

足
度
を
高
め
る
よ
う
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

1 門川市長の姿勢について
　・新知事との府市協調と二重行政の更なる解消に向けて
　・市長就任十年の総括と今後の市政運営について
2 保育園（所）待機児童の状況と今後の取組について
3 防災対策について
　・消防ヘリコプターの府市協調での活用について
　・水防団の加入促進と処遇改善について
4 伏見区の地域観光振興による観光客の分散化対策について

⃝橋村芳和議員の質問項目⃝

1 明治改元150年をはじめとする事業について
2 市民生活と交通政策について
　・観光振興への理解と市民生活を最重視した施策について
　・今後10年間の交通局経営ビジョン（平成30年度末策定）について
3 いのちと暮らしを守る京都の水道について
4 京都市のはぐくみ文化、公教育について
5 京都駅西部・東部・東南部エリアの活性化をモデルにした隣接自治

体との相互発展について
　・京都駅八条口再整備後の運用改善について
　・向日町上鳥羽線について

⃝椋田隆知議員の質問項目⃝

待
機
児
童
ゼ
ロ
達
成
継
続

保
育
士
の
処
遇
改
善
な
ど
取
組
加
速

雨
の
中
で
実
施
さ
れ
た
水
防
訓
練

違
法
民
泊
対
策
・
混
雑
緩
和

国
際
文
化
観
光
都
市
Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ｏ

子
育
て
・
教
育
環
境
日
本
一
へ

市
民
生
活
最
優
先
の
施
策

橋
村
芳
和 

議
員

⃝

伏
見
区

椋
田
隆
知 

議
員

⃝

南
区

京都の文化・地域の学びを小学校から中学・高校へ
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5
月
市
会
で
は
、
補
正
予
算

や
旅
館
業
法
改
正
に
係
る
条

例
の
改
正
、
命
名
権
（
ネ
ー
ミ

ン
グ
ラ
イ
ツ
）
の
付
与
に
係
る

議
案
な
ど
、
35
件
の
市
長
提
出

議
案
を
審
議
し
ま
し
た
。

　

補
正
予
算
審
議
で
は
、
学

修
意
欲
を
持
ち
、
優
れ
た
成

績
を
修
め
る
見
込
み
の
あ

る
児
童
養
護
施
設
等
を
退

所
し
た
若
者
が
、
経
済
的

な
理
由
で
大
学
等
へ
の
修
学

を
あ
き
ら
め
る
こ
と
が
な

い
よ
う
に
す
る
修
学
費
支
給

事
業
や
身
近
な
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活

用
し
て
い
じ
め
等
の
様
々

な
悩
み
を
気
軽
に
相
談
で
き

る
体
制
を
構
築
す
る
モ
デ
ル

事
業
の
実
施
に
つ
い
て
徹

底
的
に
議
論
を
行
い
ま
し
た
。

補
正
予
算
の
内
容

児
童
養
護
施
設
等
退
所
者
修
学
費
支
給
事
業　

 

３
０
０
万
円

S 

N 

S
を
活
用
し
た
相
談
体
制
構
築
モ
デ
ル
事
業　

 

１
、０
０
０
万
円

■
森
田
守
議
員
（
質
問
）
京
都

市
の
出
生
率
は
、
全
国
平
均

「
１.

４
４
」
に
及
ば
ず
、
京
都
府

全
体
の
出
生
率
も
東
京
都
、
北
海

道
に
次
い
で
低
く
な
っ
て
い
ま
す
。

私
自
身
も
、
中
学
２
年
生
か
ら

０
歳
児
ま
で
の
５
人
の
子
育
て
を

し
て
い
る
者
と
し
て
、
思
い
切
っ

た
施
策
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
門
川
市

長
は
、
３
期
目
の
任
期
中
で
の
子

ど
も
医
療
制
度
の
拡
充
を
約
束
さ

れ
て
お
り
、
そ
の
実
現
の
た
め
に
、

門
川
市
長
と
西
脇
知
事
の
強
力
な

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
も
と
拡
充
に

向
け
て
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
と

考
え
ま
す
が
い
か
が
で
す
か
。

■
門
川
大
作
市
長
（
答
弁
）
子
ど

も
医
療
費
制
度
の
拡
充
に
当
た
っ

て
は
、
巨
額
の
財
源
捻
出
が
必

要
で
あ
り
、
未
来
の
子
ど
も
た
ち

の
た
め
に
持
続
可
能
な
制
度
と
な

る
よ
う
あ
ら
ゆ
る
観
点
か
ら
検
討

を
行
う
必
要
が
ご
ざ
い
ま
す
。
今

後
、
京
都
府
で
の
検
討
会
を
は
じ

め
、
現
場
レ
ベ
ル
で
し
っ
か
り
と

調
整
・
協
議
を
進
め
る
と
と
も
に
、

私
自
身
も
先
頭
に
立
っ
て
、
西
脇

知
事
と
綿
密
に
協
議
を
行
い
、
市

民
の
皆
様
に
お
約
束
し
た
平
成
31

年
度
中
の
更
な
る
拡
充
を
目
指
し

て
ま
い
り
ま
す
。

京
都
の
林
業
を
守
れ

最
新
手
法
の
活
用
を

■
森
田
守
議
員
（
質
問
）
近
年
の

林
業
情
勢
は
、
非
常
に
厳
し
い

状
況
と
な
っ
て
お
り
、
右
京
区
に

お
い
て
も
同
様
の
状
況
に
あ
る
中
、

大
き
な
課
題
と
な
っ
て
く
る
の
が

森
林
境
界
の
明
確
化
で
す
。
国
に

お
い
て
は
、
空
中
写
真
等
を
活
用

し
た
新
手
法
を
積
極
的
に
導
入
す

る
こ
と
を
促
進
し
て
お
り
、
大
規

模
集
約
型
林
業
の
取
組
を
進
め
る

中
で
、
是
非
と
も
こ
の
よ
う
な
手

法
も
検
討
さ
れ
て
い
く
べ
き
で
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
改

め
て
、
ど
の
よ
う
に
京
都
市
と
し

て
林
業
振
興
を
図
り
、
体
制
強
化

さ
れ
て
い
か
れ
る
の
か
伺
い
ま
す
。

■
門
川
大
作
市
長
（
答
弁
）
昨
年

度
、
モ
デ
ル
地
区
と
し
て
、
久
多

地
域
と
京
北
山
国
地
域
を
選
定
し
、

今
年
度
は
森
林
組
合
等
と
と
も
に

協
議
会
を
立
ち
上
げ
ま
す
。
所
有

者
不
明
森
林
へ
の
対
応
に
つ
い
て

は
、
今
般
の
森
林
経
営
管
理
法
案

に
市
町
村
に
よ
る
管
理
が
盛
り
込

ま
れ
て
お
り
、
そ
の
枠
組
み
も
活

用
し
て
ま
い
り
ま
す
。
更
に
、
航

空
レ
ー
ザ
な
ど
最
先
端
の
機
器
を

用
い
た
境
界
の
明
確
化
の
手
法
に

つ
い
て
も
研
究
し
て
ま
い
り
ま
す
。

西
院
第
一
学
区
自
治
会
館

消
防
団
器
具
庫
の
整
備

■
森
田
守
議
員
（
要
望
）
西
院
小

学
校
の
児
童
増
加
に
伴
う
再
整
備

事
業
に
関
連
し
て
要
望
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
今
回
の
再
整
備
で

撤
去
せ
ざ
る
を
得

な
い
西
院
第
一
学

区
自
治
会
館
、消
防

団
器
具
庫
に
つ
い

て
は
、
耐
震
改
修

が
必
要
と
さ
れ
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
、改
築
や
合
築
な

ど
の
工
夫
を
す
る

と
と
も
に
、現
在
西

院
小
学
校
南
校
舎

４
階
に
あ
る
避
難

所
備
蓄
倉
庫
に
つ

い
て
も
、緊
急
時
に

ス
ム
ー
ズ
な
対
応

が
で
き
る
場
所
へ

移
設
す
る
よ
う
要

望
し
ま
す
。

補
正
予
算
を
可
決

1 府市協調による子ども医療費制度の拡充について

2 再生可能エネルギーの使用拡大について

3 紙ごみの削減について

4 国の動向を見据えた今後の京都市の林業振興について

5 自衛官募集事務について

6 西院小学校の再整備について（要望）

⃝森田守議員の質問項目⃝ 府
市
協
調
で
平
成
31
年
度
中
を
目
指
す

体育館・プールを中心に再整備される西院小学校

子
ど
も
医
療
制
度
拡
充
へ

森
田
守 

議
員

⃝

右
京
区

【
代
表
質
問
】
5
月
市
会
（
5
月
22
日
）

常 任 委 員 会 市会運営 
委員会

特 別 委 員 会

総務消防 文化環境 教育福祉 まちづくり 産業交通水道 予算　　決算

委 員 長 しまもと京司 田中　明秀 𠮷井あきら 下村あきら

副委員長 田中たかのり 森田　　守 みちはた弘之 ①　　　　 ②山本　恵一 ③椋田　隆知

自 民 党

中村三之助 井上与一郎 橋村　芳和 繁　　隆夫 小林　正明 橋村　芳和 富　きくお 橋村　芳和 井上与一郎

津田　大三 富　きくお 西村　義直 山本　恵一 田中　明秀 𠮷井あきら 中村三之助 寺田　一博 繁　　隆夫

𠮷井あきら 寺田　一博 しまもと京司 下村あきら 椋田　隆知 椋田　隆知 津田　大三 山本　恵一 小林　正明

田中たかのり 森田　　守 平山たかお みちはた弘之 加藤　昌洋 みちはた弘之 𠮷井あきら 西村　義直 田中　明秀

田中たかのり 下村あきら しまもと京司 椋田　隆知

田中たかのり みちはた弘之 加藤　昌洋

森田　　守 平山たかお

市政のリーダーシップ  自民党市会議員団
■自民党議員団の所属委員会

政策委員長 西村　義直

監 査 委 員 繁　　隆夫

＊市会運営委員会の橋村芳和、𠮷井あきらは理事
＊予算決算特別委員会の副委員長欄の○内数字は分科会

京
都
の
未
来
を
担
う

子
ど
も
・
若
者
を
支
援
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ま
ち
づ
く
り
委
員
会
で

は
、
市
民
の
い
の
ち
と
暮
ら

し
を
守
る
道
路
・
河
川
・
橋

り
ょ
う
維
持
補
修
、
公
園
の

環
境
整
備
や
京
都
の
魅
力

や
都
市
格
を
高
め
る
新
景

観
政
策
、
京
町
家
の
保
全
継

承
、
空
き
家
対
策
、
ニ
ュ
ー

タ
ウ
ン
の
活
性
化
、
歩
く
ま

ち
京
都
の
推
進
な
ど
を
議

論
し
て
い
ま
す
。

　

市
会
の
各
種
委
員
会
は
、
常
任
委
員
会
の
ほ
か
に
市
会
運
営
委
員
会
（
市
会
内
部
の
連
絡
交
渉
、

そ
の
他
の
議
事
運
営
）、
及
び
予
算
・
決
算
特
別
委
員
会
（
予
算
案
・
決
算
の
審
議
）
が
設
置
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

な
お
、
集
中
審
議
期
間
外
の
常
任
委
員
会
は
、
毎
月
第
２
、 

４
週
を
基
本
に
総
務
消
防
委
員
会
を

月
曜
、
文
化
環
境
委
員
会
を
火
曜
、
教
育
福
祉
委
員
会
を
水
曜
、
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
を
木
曜
、
産

業
交
通
水
道
委
員
会
を
金
曜
に
開
会
し
て
い
ま
す
。

椋
田
　
隆
知

南区

下
村
あ
き
ら

下京区

小
林
　
正
明

北区

加
藤
　
昌
洋

中京区

山
本
　
恵
一

北区

し
ま
も
と
京
司

南区

平
山
た
か
お

東山区

西
村
　
義
直

西京区

橋
村
　
芳
和

伏見区

中
村
三
之
助

上京区

富
　
き
く
お

山科区

寺
田
　
一
博

上京区

森
田
　
　
守

右京区

津
田
　
大
三

中京区

田
中
た
か
の
り

右京区

𠮷
井
あ
き
ら

山科区

井
上
与
一
郎

右京区

常
任
委
員
会
の
議
論
と
取
組

まちづくり委員会

 皆さんのご意見やご要望をお寄せください。

自
由
民
主
党
京
都
市
会
議
員
団

氏名の
◎は委員長
○は副委員長【自民党京都市会議員団】 〒604-8571 京都市中京区河原町御池　jimin3@nifty.com  FAX.257-3091

またきち
（京都市会マスコットキャラクター）

マタリーヌ
（京都市会マスコットキャラクター）

　

文
化
環
境
委
員
会
で
は
、

「
世
界
の
文
化
首
都
・
京
都
」

の
実
現
や
、「
低
炭
素
・
循

環
型
ま
ち
づ
く
り
」
の
推
進

の
た
め
に
、
文
化
・
芸
術
・

ス
ポ
ー
ツ
振
興
、
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
、
ま

た
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

拡
大
、
ご
み
減
量
を
は
じ
め

と
す
る
環
境
政
策
に
つ
い

て
議
論
し
て
い
ま
す
。

文化環境委員会

田
中
　
明
秀

西京区

○

　

教
育
福
祉
委
員
会
で
は
、

乳
幼
児
か
ら
子
ど
も
・
若

者
・
現
役
世
代
・
高
齢
者
ま

で
全
市
民
の
健
全
育
成
や

生
涯
に
わ
た
る
質
の
高
い

学
び
、
そ
し
て
健
康
的
で

日
々
充
実
し
た
生
活
と
安

寧
の
た
め
、
日
夜
調
査
・
議

論
・
研
究
に
取
り
組
み
、
活

動
を
続
け
て
い
ま
す
。

み
ち
は
た
弘
之

伏見区

教育福祉委員会

　

総
務
消
防
委
員
会
で
は
、　

行
財
政
改
革
、
防
災
・
危
機

管
理
、
大
学
政
策
、
国
際
交

流
、
情
報
化
推
進
を
は
じ

め
、
文
化
庁
の
京
都
へ
の
全

面
移
転
や
、
市
庁
舎
の
再
整

備
、
市
民
の
安
心
・
安
全
を

守
る
消
防
行
政
な
ど
、
幅
広

く
議
論
を
行
っ
て
い
ま
す
。

総務消防委員会

　

産
業
交
通
水
道
委
員
会

で
は
、「
観
光
客
増
に
伴
う

混
雑
対
策
に
つ
い
て
」
を
年

間
テ
ー
マ
に
掲
げ
、
市
民
生

活
と
観
光
と
の
調
和
、「
歩

く
ま
ち
・
京
都
」
を
リ
ー
ド

す
る
市
バ
ス
・
地
下
鉄
の
機

能
向
上
や
更
な
る
経
営
改

善
、
ま
た
老
朽
化
が
進
む
上

下
水
道
管
の
更
新
等
の
議

論
を
し
て
い
ま
す
。

繁
　
　
隆
夫

伏見区

産業交通水道委員会

◎

○

◎○
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